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紀の川市教育のテーマ 

生涯共育 

「とも(共)に育み生涯学ぼう」 

紀の川市学校教育のテーマ 

「未来を生きる」 

 「チーム学校」 

   「チーム紀の川市」 

 

チーム粉小「教師の授業力・指導力・学級経営力の向上」「若手教員育成」「カリキュラムマネジメントの実施」 

  

めざす児童像 

こんきよく、何事にも取り組む子 

かんがえ、判断し、行動する子 

わけへだてなく、仲良くする子 

命を大切にし、自分から「できる」子に 

学校教育目標 

知・徳・体の調和がとれ 

心豊かな子供の育成 

 

２０２０年度 スローガン 

  

粉河小学校 学校経営プラン ２０２０ 

アクションプラン「８つの重点目標」 

１ 教科指導、基礎・基本の定着と活用力の向上 

２ 外国語活動・外国語科から中学校英語科に 

３ 人権教育と特別の教科道徳の充実 

４ 学校図書館の活性化 

５ 特別支援教育の推進 

６ 児童会活動を核とした自主性の伸長 

７ 徹底した児童理解と個に応じた生徒指導 

８ 家庭・地域との連携（学校運営協議会を中心に） 

コミュニケーション力の向上 

・児童会活動を核とした自主性の伸長 

・縦割り活動による他者理解 

・目的を意識したペアトーク 

・自己肯定感・有用感の向上 

 

教職員・関係機関の連携 

・全教職員による情報共有 

・多様な指導形態 

・校内支援委員会の充実 

・関係機関とのさらなる連携 

・いじめ・不登校・虐待への素早い対応 

 

 

学力向上 

・「わかる・できる」授業をめざす 

・考えを持ち、表現力を向上させる 

・主体的な学びを育てる 

・外国語活動・外国語科に取り組む 

学びを充実させる 

児童の実態 

・純粋な子が多い 

・積極性に欠ける面がある 

・学力、体力に課題のある子もいる 

・家庭的な支援や特別な支援が必要

な子の割合が高い 

学校の実態 

・何事にも素早く対応できる 

・若手が育ちつつある 

・経験値は少ないが、研究に意欲的 

・保護者・地域の期待が大きい 

・保護者・地域は協力的 

「共育コミュニティ」の活用を推進 

チームで育てる 

キーワード 

『気持ちよいあいさつ』 

『居場所をつくる』 

『じぶんからできる』 

『特性として理解する』 

『見通しとねらい』 

『系統性』 

『個別の支援と全体指導』 

『法令遵守』自らを律する心 

『チーム粉河』 

子供・保護者・教職員が一体に 

共に生きる素地をつくる 

 保 護 者 ・ 学 校 ・ 運 営 協 議 会 ・ 地 域      

「授業がわかる」児童 90％以上 

「自主学習時間 ５分×学年」90％以上 

「自分には良いところがある」９０％以上 

「先生は良いところを認めてくれる」９０％以上 
不登校児童が０名 

いじめ発覚から 24時間以内対応 

信頼される学校づくり 

児童の願い 「楽しい学校」 

保護者の願い「温かい学校」 

地域の願い 「伝統ある学校」 

教職員の願い「学びのある学校」 


